
１．評価調書【今後の取り組み】の改善状況

選
定
時

非
選
定
時

継　続託児所の設置 設置の検討 実　施 継　続

22 年度 23 年度

　市民団体、民間企業等と共同で開催した自主事業（てるさ春まつり）を開催しする
ことで、参加団体等に対し今後の施設利用のＰＲに努めた。
　また、利用者のニーズに合わせ、利用希望日が複数の団体で重なった場合は、各
団体との日程調整に努めたうえで厳正な抽選により決定している。

今
後
の
改
善
・
対
応

今後の改善・対応方針等

　子ども連れでもイベント等に参加してもらえるよう施設内に託児所を設置することで
利用者の増員を図る予定。

工
程

実施事項 20 年度 21 年度

―

【今後の取り組み】

②

　経営体質の強化を図るためには，ホール及び会議室の稼働率アップは不可欠であり，そのため利用者のニーズを適
確に捉え増員に繋がるような事業内容について検討が必要である。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容

―

施設管理準備
早期に公社と統合
予定

公社として管理予定 公社として管理予定
他財団との連携

2名派遣
指定管理者公募

― ―

財産処分手続き
財産処分手続き、
解散

―

年度 23 年度

市職員派遣 2名派遣 協　議 協　議 協　議

今
後
の
改
善
・
対
応

今後の改善・対応方針等

　平成20年度は指定管理者公募となるため、統合を前提として（財）新潟市開発公
社と共同で応募する。

工
程

実施事項 20 年度 21 年度 22

【今後の取り組み】

①

　平成２０年度実施予定の指定管理者の公募に向け，類似団体，他財団との統合も視野に入れた組織の抜本的な見直
しの検討が必要である。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容

　当財団が設置した「経営改革推進委員会」の提言に基づき、指定管理者公募に
向けた組織力・経営基盤の強化、職員体制等の見直しが図られる様、市及び類似
団体と再三協議・検討を行い、統合を前提として（財）新潟市開発公社と共同で指
定管理者に応募することとなった。
　また、市の承認を得たうえで組織体制強化のため、市より館長派遣並びに職員退
職に伴い、開発公社より2名の職員を派遣してもらい、職員体制強化に努めた。

外郭団体評価　改善状況報告調書（平成１９年度評価分）

団体名 財団法人新潟勤労者福祉振興協会
所管課

　商工労働課

1



年度 年度

今
後
の
改
善
・
対
応

今後の改善・対応方針等

工
程

実施事項 年度 年度

【今後の取り組み】

⑤

　レストラン事業については，現時点において経営状況が難しいことから，事業自体の見直しについて早急に検討する。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容

　平成19年３月に、利用者のニーズに合うメニュー及び内容とし，また，よりリーズナ
ブルで親しみやすいレストランとするため、委託業者も含め見直しを行った。（（株）
ホテル新潟から（株）和光食品へ変更）

年度 23 年度

ＰＲ活動
新規オープンの商
業施設でチラシ配
布等

継　続 継　続 継　続

今
後
の
改
善
・
対
応

今後の改善・対応方針等

　新規オープンする近隣商業施設（薬局、ホテル、スーパー等）におけるチラシの配
布等によりＰＲ活動を展開し，会員の獲得を行っていく。

工
程

実施事項 20 年度 21 年度 22

【今後の取り組み】

④

　健康クラブ事業については，勤労者等市民の健康増進に大いに寄与できる事業という観点から，同業他社にない差別
化を図るなどして会員の獲得を目指す。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容

　近隣に新規開院した市民病院の職員及び来院者を対象としたチラシの配布を行
い，会員の獲得を行った。
　また，各種設備等の改善を図り，利用者サービスの向上に努めた。

他施設協議
講座、セミナー随時
見直し

市との連携事業
市と協議
実　施

市と協議
実　施

市と協議
実　施

市と協議
実　施

ホール・会議室利用事業
他施設協議
講座、セミナー随時
見直し

他施設協議
講座、セミナー随時
見直し

他施設協議
講座、セミナー随時
見直し

22 年度 23 年度

○ホールを利用した自主事業については、公演内容を他の類似施設と競合しない
　よう、勤労者福祉施設の特色や当館の特色（600台の無料駐車場等）を生かした
　内容の公演を心がけている。
○文化施設交流会等で年4回程度、他施設・テレビ局等と協議している。
○市と協議し、減免の申請を行っている。
○会議室を利用した文化講座・セミナーについては、前期・後期とも随時ニーズに
　合った見直しを行っている。
○市との連携した事業の検討

今
後
の
改
善
・
対
応

今後の改善・対応方針等

○ホールを利用した自主公演については、引き続き文化施設交流会等での協議や
　勤労者福祉施設としての特色を生かした事業を展開していく。
○市との連携による事業を協議・検討していく。
○貸館との調整も考慮しながら行っていく。

工
程

実施事項 20 年度 21 年度

【今後の取り組み】

③

　自主事業については，新潟テルサという施設の特殊性を出すことにより，他の施設と一線を画する事業展開ができるよ
う市は財団と協力して見直しを進める。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容
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２．評価調書【総合評価】における「今後の取り組みに対する評価，改善指示事項」の改善状況

年度 年度

　市及び類似団体と再三協議の結果、効率的な運営体制と安定的な経営体制を確
立し、人材育成やサービスの向上が期待できることから、（財）新潟市開発公社と統
合を前提に共同で応募することに決定した。

今
後
の
改
善
・
対
応

今後の改善・対応方針等

工
程

実施事項 年度 年度

【総合評価】今後の取り組みに対する評価，改善指示事項
　指定管理者の公募の対応や他団体との統合についての方針を至急決定する必要がある。
　なお，統合については，事業の共通性，ノウハウの共有の観点も踏まえて検討する必要がある。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容
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